
イースターとは

日本語では『復活祭』と言います。 

復活祭とは何か？というとイエス・キリストの復活を祝うお祭りです。 

キリストが十字架に架けられ処刑されたことはよく知られていますが、 

実は処刑後にキリストは復活したと言われています。 

そのキリストの復活をお祝いしているのがイースターです。 

 

イースターはいつ？ 

キリストが復活したのが日曜日だったことから、イースターは春分の日以降、最初の満月から数えて

最初の日曜日と定められています。今年は 4月 4 日がイースターになります。 

ちなみに来年は 4月 17 日。毎年変わるので春が近づいたらチェックしてみてください。 

 

イースターエッグ 

キリスト教では卵は生命のシンボル。 

復活祭では生命のシンボルである卵をきれいにペイントします。 

今回少年の町では画用紙にマスキングテープでデコレーション 

して可愛い卵製作をしてみました。 

ちなみに、子どもをたくさん産むウサギは豊穣や繁栄の象徴。 

また、イースター前夜にいたずらウサギが卵を隠したという 

言い伝えから「エッグハント」が生まれたという説もあり 

ウサギもイースターのシンボルとなっています       

雑貨屋さんでも卵を持って踊っているウサギの置物を 

よく見かけますよね。 

 

イースターの遊び 

本場のイースターでは綺麗に色付けした『イースターエッグ』を使った遊びを楽しみます。 

・エッグハント…家の中や庭に卵を隠した卵を見つける。 

・エッグロール…卵を割らないように転がす。 

・エッグレース…スプーンに乗せた卵を落とさないように誰が 1番早くゴールまで運べるか競う。 

↓少年の町でもやってみました↓ 

※今回は卵の底に穴を開け中身を出した物を用意しました。 

本物の生卵を使うと割れた時に片付けが大変なので卵型の玩具などで 

代用してもいいですね。 
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